
米子工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 保健・体育Ⅴ
科目基礎情報
科目番号 0065 科目区分 一般 / 必修
授業形態 実技 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 カラー・ワイド・スポーツ（大修館書店），健康・スポーツ科学の基礎（杏林書院）
担当教員 南 雅樹,大野 政人,濱中 良
到達目標
技術者としての「基礎力」、「応用力」を養うため以下の点を目標とする。
(1)　身体活動・体力・健康生活に関する基礎および応用知識を理解すること。
(2)  自己の身体運動を客観的な視点から捉え、運動技能・実践能力の向上に努力できること。
(3)  生涯スポーツに繋がる計画・企画・実践ができること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
身体活動・体力・健康生活に関す
る基礎及び応用知識を理解するこ
とができる

身体活動・体力・健康生活に関す
る基礎及び応用知識を理解するこ
とがある程度できる

身体活動・体力・健康生活に関す
る基礎及び応用知識を理解するこ
とができない、または、不足して
いる

評価項目2
自己の身体運動を客観的な視点か
ら捉え、運動技能・実践能力の向
上に努力することができる

自己の身体運動を客観的な視点か
ら捉え、運動技能・実践能力の向
上に努力することがある程度でき
る

自己の身体運動を客観的な視点か
ら捉え、運動技能・実践能力の向
上に努力することができない、ま
たは、不足している

評価項目3 生涯スポーツに繋がる計画・企画
・実践をすることができる

生涯スポーツに繋がる計画・企画
・実践をすることがある程度でき
る

生涯スポーツに繋がる計画・企画
・実践をすることができない、ま
たは、不足している

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 A-1
JABEE c
教育方法等

概要
この授業は本校の教育目標のうち「基礎力」、「応用力」を養う科目である。運動の実践を通して、身体運動文化に対
する科学的理解・安全管理の基礎知識を学習する。また、健康維持・体力向上を図り、将来にわたり継続的にスポーツ
を楽しむ（生涯スポーツへの導入）ための意識・習慣、実践力を高める。

授業の進め方・方法 実技授業中にも、適宜講義を交えて行う。

注意点

【※現在、新型コロナウィルス感染症の影響に伴い、授業内容等を変更しています。変更後の授業内容等については担
当の先生から話がありますので、指示に従って下さい。】
(1)　時間厳守
(2)　服装の徹底（規程の体育ジャージを着用）
(3)　担当教員の指導・指示を厳守すること（安全性の徹底）。
(4)　天候、実施場所等の関係により、授業内容を変更する可能性がある。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業内容および体慣らしの運動について理解し，実践
することができる

2週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

3週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

4週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

5週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

6週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

7週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

8週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

2ndQ

9週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

10週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

11週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

12週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる



13週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

14週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

15週
以下の科目から選択し、実践する：バスケットボール
、バレーボール、バドミントン、フットサル、卓球、
サッカー、テニス、ソフトボール、ゴルフ、水泳

選択した種目について、生涯スポーツを意識した計画
、実践を行うことができる

16週 課題レポートの作成・提出、発表、または、筆記試験
を実施する

学習した内容を整理し、提示された課題に対して適切
に解答（回答）することができる

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をとることができ
る。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むことができる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

目標の実現に向けて計画ができる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

目標の実現に向けて自らを律して行動できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

日常の生活における時間管理、健康管理、金銭管理などができる
。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

社会の一員として、自らの行動、発言、役割を認識して行動でき
る。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

チームで協調・共同することの意義・効果を認識している。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

チームで協調・共同するために自身の感情をコントロールし、他
者の意見を尊重するためのコミュニケーションをとることができ
る。

3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

当事者意識をもってチームでの作業・研究を進めることができる
。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16



チームのメンバーとしての役割を把握した行動ができる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

リーダーがとるべき行動や役割をあげることができる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収集やチーム内
での相談が必要であることを知っている 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

法令やルールを遵守した行動をとれる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

他者のおかれている状況に配慮した行動がとれる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を認識し、技術者が社会に
負っている責任を挙げることができる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

自身の将来のありたい姿(キャリアデザイン)を明確化できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

その時々で自らの現状を認識し、将来のありたい姿に向かってい
くために現状で必要な学習や活動を考えることができる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

キャリアの実現に向かって卒業後も継続的に学習する必要性を認
識している。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

これからのキャリアの中で、様々な困難があることを認識し、困
難に直面したときの対処のありかた(一人で悩まない、優先すべ
きことを多面的に判断できるなど)を認識している。

3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16



高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が、企業や大学等でどの
ように活用・応用されるかを説明できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が、企業等でどのように
活用・応用されているかを認識できる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

企業人として活躍するために自身に必要な能力を考えることがで
きる。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

コミュニケーション能力や主体性等の「社会人として備えるべき
能力」の必要性を認識している。 3

前1,前2,前
3,前4,前
5,前6,前
7,前8,前
9,前10,前
11,前12,前
13,前14,前
15,前16

評価割合
レポート、発表、筆記試験 その他 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 50 50 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0


